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事業特性確認

業務上の問題、課題

システム基本選定

候補パッケージ調査と
可能性検討

スクラッチ開発の可能
性検討

システム開発予算、期
間検討

パッケージ、スクラッチ
型の判断

導入方法決定
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情
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法

情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
に
は
、
全
て
ゼ
ロ
か
ら
開
発
す
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
開
発
法
と
、
出
来
合
い
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
活
用
型
が
あ
り
ま
す
。
過
去
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
形
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
シ
ス
テ
ム

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
は
、
あ
る
前
提
の
業
務
標
準
に
自
社
の
業
務
を
あ
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
組
織
内
に
抵
抗
が
多

い
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
業
務
そ
の
も
の
が
優
位
性
に
貢
献
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
基
本
に
し
て
い
る
企
業
以
外

は
、
通
常
の
基
幹
業
務
で
は
違
い
を
出
す
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
変
え
る
事
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
開
発
費
用
等
が
過
大
に
な
る
こ
と
の
方
が
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
の
導
入
時
に
大
き
な
議
論

に
な
り
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
活
用
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

た
だ
完
全
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合
せ
れ
ば
よ
い
と
い
っ
て
も
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
自
体
が
多
様
な
業
務
方
式
対
応
を
可
能
に

し
て
お
り
、
ど
の
業
務
方
式
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
セ
ッ
ト
す
る
か
は
、
ユ
ー
ザ
ー
側
で
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
対
応
で
き
る
業
務
方
式
を
理
解
し
た
上
で
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

展開と実運用

総合受入テスト／エンド・ユーザー・トレーニング

＜概念設計＞
プロセス設計

パッケージ基本機能分析
ギャップ分析

パッケージ
詳細機能

調査

パラメター
設定

カスタマイ
ジング

詳細設計
コーディング

ユニット・テスト
データ移行

パッケージ活用法

＜概念設計＞
プロセス設計

データ項目分析
データ・フロー設計

＜基本設計＞
構造化設計

＜詳細設計＞
コーディング

ユニット・テスト
データ移行

スクラッチ開発法

ラピッド
プロトタイ

ピング

ｳｫｰﾀｰﾌﾛｰ
開発

プロセス設計

システム導入方法 展開ステップ


